
電　 　 気　 　 事　 　 業

芹川ダム（ 左岸： 竹田市、 右岸： 大分市）

北川ダム（ 佐伯市）
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１ 　 電気事業の概要

（ １ ） 電気事業の概要

　 …　 企業局では、 県内の豊かな水を 利用し て、 昭和 27 年に運転開始し た大野川発電所をはじ め

と する 12 の水力発電所、 １ つの太陽光発電所によ り 発電を 行い、 小売電気事業者や一般送配

電事業者に売電し ている 。

　 　 単に発電を行う だけでなく 、 以下のと おり 他の事業者と 連携し た業務を行う こ と によ り 、 公

共の福祉の増進を図っている 。

　 　 ○多目的ダム（ 芹川ダム・ 北川ダム） において洪水調節などの治水業務

　 　 ○別府市への上水道原水の供給

　 　 ○土地改良区等へ農業用水の供給

（ ２ ） 電気事業のあゆみ

（ ア） 本県電気事業の基礎

　 …　 本県では、 従来から 河川を公共の福祉に活用する こ と は県政の重要施策である と し て、 昭和

16 年から 洪水調節を はじ め農業用水の確保や発電事業を 一本化し た大野川河水統制事業に取

り 組んでき た。 戦中・ 戦後にかけて幾多の困難をのり こ えた本事業によ り 昭和 27 年に完成し

た大野川発電所は、 当時の社会情勢を背景と し た食料の増産や深刻な電力事情の緩和に寄与し

たばかり でなく 、 県営電気事業の基礎と も なった。

（ イ ） その後の開発事業

　 …　 大野川発電所建設以来、 大分川総合開発事業（ 昭和 28 年〜 39 年） によ り 芹川ダムと ３ 発電

所を、 北川総合開発事業（ 昭和 33 年〜 37 年） によ り 北川ダムと ３ 発電所を、 ま た、 別府市の

観光客の増加等によ る 水道需要の激増に備える こ と を 主目的と し た別府地域利水事業（ 昭和

39 年〜 41 年） によ り 別府発電所をそれぞれ建設し 、 電気事業のみなら ず、 台風や豪雨によ る

水の被害から 下流域を守る と と も に、 水道用水の供給や水田の干害解消にも 大き な役割を果た

し ている 。

（ ウ） オイ ルショ ッ ク と 小規模水力の開発

　 …　 昭和 48 年のオイ ルショ ッ ク を契機に石油代替エネルギーの開発が急がれ、 建設費補助制度

や交付金制度の拡大が図ら れたこ と などから 、 それま では開発が困難と さ れていた小規模の水

力発電についても 開発を 進める こ と と し、 昭和 59 年６ 月に耶馬溪発電所を、 昭和 61 年 10 月

に鳴子川発電所を、 平成元年９ 月に花合野川発電所を、 平成７ 年４ 月には阿蘇野川発電所を建

設し た。

（ エ） 設備の近代化による業務運営の効率化

　 …　 各発電所やダム設備機器の近代化によ る 電力の安定供給と 業務運営の効率化を図る ため、 平

成６ 年４ 月に 12 発電所を遠隔集中監視制御する 発電制御所を共同庁舎内に設置し た。 さ ら に、

平成８ 年４ 月には保守管理の一元化を図る ため、大分市下判田に発電総合管理事務所及び芹川・

北川ダム管理事務所を設置し た。
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（ オ） 電力自由化と 経営改革

　 …　 平成７ 年度の電気事業法改正を皮切り に、 競争原理を取り 入れた電力自由化と いう 大き な制

度改革が実施さ れる なか、 平成 18 年度から 公営電気事業と し て持続可能な経営基盤を 確立す

る ための中期経営計画（ H18 〜 H21 年度） を 策定し て経営改革に取り 組んでおり 、 その一環

と し て、 発電所運転部門と 工業用水道事業の給水運転部門と の組織統合や業務のアウ ト ソ ーシ

ングに取り 組むと と も に、 平成 21 年度には４ つの事業所を総合管理センタ ーに統合し 、 現場

対応能力や危機管理体制の一層の強化を図っている 。

（ カ ） 再生可能エネルギー発電への取り 組み

　 …　 平成 24 年度から 再生可能エネルギー固定価格買取制度が始ま ったこ と を受け、 企業局と し て

の新分野開拓や県と し て進めている 再生可能エネルギー導入促進のリ ーディ ングモデルと し て

の事業推進、 再生可能エネルギーへの関心と 理解を深める 環境教育の場の提供、 長期遊休地化

し ている 土地の有効活用等を図る べく 、 大分市松岡の企業局所有地において松岡太陽光発電所

を建設し た（ 平成 25 年７ 月運転開始）。

　 …　 ま た、 老朽化が顕著になっている 水力発電所においても 順次リ ニュ ーアル工事を実施し てお

り 、大野川発電所を建設（ 更新） し 、発生電力量が 10％以上増加し た（ 令和３ 年 12 月運転再開）。

（ キ） 電力システム改革と 卸規制の撤廃

　 …　 平成 28 年４ 月から の電力シス テム改革第２ 弾の施行によ り 、 こ れまで売電料金価格算定の基

礎と し ていた「 卸料金算定規則」 が撤廃と なった。 ま た、 地方公共団体によ る 一般電気事業者

と の長期契約について平成 27 年３ 月には経済産業省から 「 契約の解消協議に関する ガイ ド ラ イ

ン」 が示さ れた。 こ れら によ り 、 今後は市場価格及び他団体の状況等も 踏ま え、 入札の導入時

期について検討を進めていく 。

…

２ 　 水力発電のし く み

（ １ ） 水力発電のし く み

　 …　 水力発電は、 水が高い所から 低い所に流れる 力を利用し て水車を回し 、 水車に連結し た発電

機を回転さ せる こ と によ り 発電を行う 。

　 　 発電に使う 河川水は、 降雨によ り 循環する 再生可能なエネルギーであり 、 発電に伴う 二酸化

炭素の排出も ないので環境に優し い発電と 言われている 。

（ ２ ） 水力発電の方式

　 水　 路　 式　 　 　 水路で水を 導き 落差を 得る 方法。 河川の上流で取水し 、 水路で下流に導き 、

適当な 落差の と こ

ろで発電する 。

　 ダ　 ム　 式　 　 　 ダ ム によ っ て 落

差を 得る 方法。 大

量の水を 確保でき 、

発電量の 調整が で

き る 利点がある 。

　 ダム水路式　 　 　 ダムによ って得ら

れた落差＋水路で導

いて得ら れた落差の

両方を 利用する 方

法。

送電線

発電所

発電機

水　 車

川

調圧水槽

川・ダム

水
圧
鉄
管



３ 　 太陽光発電のし く み

（ １ ） 太陽光発電のし く み

　 　 太陽光発電は、 シリ コ ン半導体などに光を当てる と 電気が発生する 現象を利用し 、 太陽光パ

ネルに当たる 太陽の光を直接電気に変える こ と によ って発電を行う 。

　 　 エネルギー源が太陽光である ためク リ ーンで無尽蔵であり 、 発電時に大気汚染物質や騒音を

発生し ない、 環境負荷の少ない発電方式である 。

（ ２ ） 太陽光発電システムについて

　 　 太陽光パネルによ り 発電さ れた直流電力はパワ ーコ ンディ ショ ナーによ り 交流電力へ変換さ

れる 。 変換さ れた電力は系統連系キュ ービク ルによ り 昇圧さ れ、 電力会社へ売電さ れる 。
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４ 　 施設の概要

※発電所数　 12　 　 最大出力　 70,280kW

発　 　 電　 　 所　 　 名 所　 在　 地 最大出力 発電方式
使　 用
河川名

大  野  川

水　 　 系

山  国  川

水　 　 系

筑  後  川

水　 　 系

発電開始
年  月  日

年間目標 
供給電力量

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

大

　
　分

　
　川

　
　水

　
　系

五
ヶ
瀬
川
水
系

大 野 川 発 電 所

芹川第一発電所

芹川第二発電所

芹川第三発電所

別 府 発 電 所

花合野川発電所

阿蘇野川発電所

桑 原 発 電 所

北 川 発 電 所

下 赤 発 電 所

耶 馬 溪 発 電 所

鳴 子 川 発 電 所

芹 川

芹 川

芹 川

花合野川

阿蘇野川

桑 原 川

北 川

北 川

山 移 川

大 野 川

三 重 川

大 分 川
小挾間川
由 布 川

鳴 子 川

白 水 川

豊後大野市犬飼町

大寒

由布市庄内町

五ヶ 瀬

由布市庄内町

竜原

大分市大字今市

由布市湯布院町

下湯平

由布市庄内町

阿蘇野

佐伯市宇目

大字南田原

宮崎県延岡市

北川町川内名

宮崎県延岡市

北川町川内名

中津市耶馬溪町

大字大島

玖珠郡九重町大字

田野

別府市大字別府

昭和 

35. 7.30

昭和 

37.  8.  9

昭和 

37.  7.21

昭和 

59.  6.21

昭和 

61.10.  1

昭和

27. 1. 6

昭和 

31.  8.  2

昭和 

33.  5.11

昭和 

39.  1.28

昭和 

41.  8.11

平成 

 7.  4.  7

平成 

元.  9.  6

  
1,500

  
10,100

  
6,190,000

11,000

10,400

2,400

1,500

680

2,800

25,100

1,700

1,700

1,400

0

0

0

0

0

6,980,000

56,750,000

4,210,000

3,810,000

5,960,000

156,920,000

水 路 式

水 路 式

水 路 式

水 路 式

水 路 式

ダ ム 式

ダ ム 式

水 路 式

ダ ム

水 路 式

ダ ム

水 路 式

ダ ム

水 路 式

ダ ム

水 路 式

①

②

芹川ダム

北川ダム

ダ　 ム　 名 型　 　 式
使用開始

年  月  日
堤　 　 高 総貯水容量 有効貯水容量

管 理 費 持 分

発　 　 電 治　 　 水

％
67.5

％
32.5

3,470 10.789.3

万㎥
2,230

4,100

万㎥ 
2,750

82.00

m  
52.20

37. 9.25

 昭和 
32.  1.18

重 力 式
コ ン ク リ ート
ダ ム

ア ー チ 式
コ ン ク リ ート
ダ ム

　 両ダムと も 多目的ダムであり 、 河川管理者と 共同し てその運営にあたっており 、 洪水時には河川流量の調節を行

い、 洪水によ る 被害を軽減する と と も に水の有効利用を図っている 。

（ 2） ダ　 ム

（ 1） 水力発電所

ｋ Ｗh

ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗh

  
73,020,000

ｋ Ｗh

ｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

計　 　 ｋ Ｗh

　（ 3） 太陽光発電所

発電所名 所在地 発電開始年月日 最大出力 年間想定発電電力量

松岡太陽光発電所 大分市大字松岡 平成 25.７ .４

　 　 　 　 　 kW

1,362

　 　 　 　 　 kWh

1,324,000
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　 総合制御部では13箇所の発電所を、 常時監視し ている 。

有効落差

使用水量
水車型式

ダ　 ム　 名

取　 　 　 　 水　 　 　 　 設　 　 　 　 備

構　 　 造 本川設備所在地 有効貯水容量（ ㎥） 潅漑用水（ ㎥/ｓ ）

205,000

22,300,000

87,120

－

－

－

－

28,000

34,700,000

300,000

21,000,000

－

－

　

元治水井路　 1.85

仲ノ 瀬井路　 0.575

－

－

桑原地区　 0.03

－

－

飯田井路　 0.3209

昭和井路
西原  〃
大寒  〃 ｝ 5.557

豊後大野市三重町

川辺 

溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

鳴子川取水堰

白水川取水堰

耶馬溪ダム

（ 国土交通省）

下赤逆調整池ダム

溢流型重力式

溢流型重力式

重力式
溢流型重力式
溢流型重力式
溢流型重力式

竹田市直入町

大字下田北 

由布市庄内町

五ヶ 瀬

由布市湯布院町

下湯平

由布市庄内町

阿蘇野

佐伯市宇目

大字木浦内

中津市耶馬溪町

大字大島

玖珠郡九重町

大字田野

佐伯市宇目

大字南田原

宮崎県延岡市

北川町川内名

由布市庄内町

西

竹田市直入町

大字長湯

中央溢流型重力式

中央溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

中央溢流型アーチ式

中央溢流型重力式

中央溢流型重力式

百枝取水堰

三重川取水堰

芹川逆調整池ダム

大分川床固堰
小挾間川取水堰
由布川取水堰
四つの渓流取水堰

長湯取水堰

社家川取水堰

芹川ダム

　

花合野川取水堰

阿蘇野川取水堰

藤河内ダム

北川ダム

フラ ンシス
10,510kW

１ 台

ｍ
124.40

10.5㎥/s

ｍ
46.44

26.0㎥/s

ｍ
115.85

10.5㎥/s

ｍ
99.16

3.0㎥/s

ｍ
120.89

1.5㎥/s

ｍ
89.86

1.0㎥/s

ｍ
74.50

2.5㎥/s

ｍ
179.90

1.95㎥/s

ｍ
116.80

25.0㎥/s

ｍ
10.65

20.0㎥/s

ｍ
43.09

5.0㎥/s

ｍ
82.32

2.2㎥/s

フラ ンシス
11,650kW

１ 台

フラ ンシス
10,800kW

１ 台

フラ ンシス
2,520kW

１ 台

フラ ンシス
1,608kW

１ 台

フラ ンシス
725kW

１ 台

フラ ンシス
1,590kW

１ 台

フラ ンシス
3,000kW

１ 台

フラ ンシス
26,000kW

１ 台

チュ ーブラ
 1,840kW

１ 台

フラ ンシス
1,790kW

１ 台

フラ ンシス
1,510kW

１ 台

所　 在　 地 装　 置　 の　 概　 要 伝　 送　 路運用開始年月日 

ＮＴ Ｔ 専用回線及び私設線
（ Ｏ Ｐ Ｇ Ｗ） 併用
　 芹川第１ ・ 第３ 発電所
ＮＴ Ｔ 専用回線及び私設線
（ 通信ケーブル･OPGW） 併用
　 北川・ 下赤・ 桑原発電所
ＮＴ Ｔ 専用回線
　 上記以外の発電所

データ 処理装置（ ２ 系）
情報伝送装置（ ２ 系）
伝送路切替装置
監視操作卓
データ 通信サーバー
ダム水位運用装置
データ 端末装置
ページプリ ンタ ー
無停電電源装置

１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式

（ 4） 総合制御部（ 電気事業）

世利川井路
　 第二幹線　 1.5
提子井路　 　 1.9

世利川井路

　 第一幹線　 1.5

大分市大字下判田1600

（ 工水棟）
平成19.５ .１
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1 0

1 0

5 7

3 2 6

大野川発電所

分水地点

昭和井路へ

いぬかいいぬかい

すがお

みえまち

分水地点

大寒井路へ

三
重
川
導
水
路

三
重

川

三重川取水堰

断面図

EL 7 9 .3 0m

百
枝
取
水
堰

三重川取水堰

三重川

D= 4 .1～4 .2m

大
野
川

大
野
川

EL 8 4 .3 0m

水槽

EL 7 2 .2 0 m

W L 2 6 .5 0 m

H W L 3 5 .0 0 0m
N W L 2 3 .0 0 0m
LW L 2 2 .7 6 1m

3 ,4 2 5 m

分水地点

西原井路へ

百枝取水堰

大野川

本線導水路

1
2
,3

6
0
m

豊

肥

本

線

N

大野川水系（ 大野川発電所）
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三重川水管橋三重川取水堰

大野川発電所

百枝取水堰



─  28  ─

大分川

芹
川

芹川第一発電所

芹
川
第
三
発
電
所

おのや

3 ,6 6 1 m

1 ,9 1 2 m

分水地点

提子井路へ

逆調整池ダム

芹川ダム

県
道

庄
内

久
住

線

世
利

川
共

同
井

路
1
1
,0

4
6
m

分水地点
世利川井路第二幹線へ

分水地点（ 平連石分水口）

長湯ダム

導
水
路

社
家
川
取
水
堰

導
水
路

久

大

本
線

断面図

2 1 0

芹川第二発電所

長
湯
取
水
堰

世利川井路第一幹線へ

長湯ダム
H W L 4 5 5m

社
家
川

芹
川

長湯取水堰
H W L 4 4 1 .1 8 2m

芹川第三発電所
H W L 3 3 5 .0 m

芹川第一発電所
　 H W L 2 1 0 .0m

芹川第二発電所
　 H W L 8 7 .5m

篠原ダム(九電)

芹川第二発電所
逆調整池ダム

芹川ダム

制限水位 3 3 1 .0 m
農業確保 3 2 1 .7 m
     LW L 3 1 9 .0 m

LW L 2 0 6 .0 m

LW L 8 5 .5m

N

大分川水系（ 芹川第一、 第二、 第三発電所、 芹川ダム）
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芹川第一発電所

芹川ダム

平連石分水口

芹川第二発電所

芹川第三発電所
長湯取水堰

社家川取水堰

逆調整池ダム
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N

2 1 0

別府発電所

花合野川発電所

朝
見
川別府市朝見浄水場

由布川取水堰

小挾間川取水堰

1 2 ,8 4 4 m

大分川取水口

仲ノ瀬共同井路 1 ,3 5 4 m

花合野川取水堰

元
治
水
共
同
井
路

元治水井路へ

分水地点

県
道

小
挾

間
大

分
線

専用導水路 7 ,9 2 1 m

おにがせ

おのや

てんじ んやま

しょう ない

ゆのひら

断面図

断面図

W L 2 3 2 .4 0m

W L 3 9 9 .0 5 m
W L 3 8 4 .6 0 m 花

合
野
川
発
電
所

花
合
野
川
取
水
堰

花
合
野
川

W L 2 9 1 .5 0 m

EL 2 9 4 .4 0 m

W L 1 9 8 .4 6m

EL 7 7 .7 0m

朝見浄水場

別府発電所

大分川
元治水共同井路 元治分水

１号隧道 ２号隧道 ３号隧道

４号蓋渠
小
挾
間
川

賀
来
川

（
由
布
川
）

石
城
川

久

大

本

線

花合野川

小挾間川

賀

来

川
（
由

布
川
）

大

分

川

仲ノ瀬土地改良区へ

大分川水系（ 別府発電所、 花合野川発電所）
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別府発電所（ 手前） と 別府市朝見浄水場（ 後方）

小挾間川取水堰

由布川取水堰

大分川取水口

花合野川取水堰

花合野川発電所
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N

2 1 0

阿蘇野川発電所

ゆ
の
ひ
ら

し
ょ
う
な
い

て
ん
じ
ん
や
ま

お
の
や

芹
川

由布市

断面図

W L= 4 6 5 .0 0m 水槽

W L= 4 6 2 .7 0m

W L= 3 8 7 .0 0m

EL= 3 8 9 .7 5m

阿蘇野川発電所

阿蘇野川

阿蘇野川

川

県
道

田
野庄内線

鉄管路
1 4 7 .6 m

導水路
1 ,8 0 3 .5 m

阿蘇野川取水堰

阿

蘇

野

大 分 川

久大本線

大分川水系（ 阿蘇野川発電所）
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阿蘇野川発電所

阿蘇野川取水堰

鉄管路
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N

北川発電所

下赤発電所

桑原発電所

下赤逆調整池ダム宮崎県　 延岡市

北川ダム
桑原川

藤河内ダム

北
川

大
分
県

　佐
伯
市

断面図

H W L 3 5 2 .0 0m
LW L 3 5 0 .0 0m

H W L 1 6 3 .0 0m
LW L 1 6 1 .4 0m

H W L 4 1 .0 0m
LW L 3 7 .8 0m

H W L 1 6 0 .5 0m 北川ダム
北
川
発
電
所

下
赤
発
電
所

桑
原
発
電
所

桑
原
取
水
堰

桑
原
川

藤
河
内
ダ
ム

北川

下赤発電所逆調整池ダム

制限水位 1 5 7 .8 0m
　 　 LW L 1 3 1 .0 0m

導
水

路
2 ,7 2 1 m

導
水

路
1
,8

4
6
m

3 2 6

3 2 6

桑原取水堰 導
水

路
3

,9
6

3
m

五ヶ 瀬川水系（ 桑原発電所、 北川発電所、 下赤発電所、 北川ダム）
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桑原発電所

北川発電所

藤河内ダム

桑原取水堰

下赤発電所

下赤逆調整池ダム

北川ダム
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N

N

2 1 2

2 1 2

耶
馬
溪
発
電
所

長
谷
川

山
移
川

山国川
耶馬溪ダム

鳴子川発電所

鳴子川取水堰

鳴
子

川

音無川

白水川取水堰

白
水
川

九

田
野

県
道

庄
内
線

州

横

断

道
路

県
道
飯
田
高
原
中
村
線

断面図

断面図

耶馬溪ダム（ 国土交通省）

EL 8 6 3 .5 0m

EL 8 5 3 .2 0m
W L 8 5 2 .5 8 7m

EL 7 6 7 .9 5 4m

H W L 7 6 8 .7 1 5m

白
水
川
取
水
堰

鳴
子
川
取
水
堰

鳴
子
川
発
電
所

鳴
子
川

H W L　 　 　 1 7 5 .0m　 　 治水容量 1 1 ,2 0 0 ,0 0 0m 3

常時満水位 1 6 2 .0m……利水容量　 9 ,8 0 0 ,0 0 0m 3

LW L         1 4 2 .5m

耶馬溪発電所
水車中心 EL 1 1 9 .8 5m

型　 　 　 式：コンクリート 重力式
高　 　 　 さ：6 2ｍ
総 貯 水 量：2 3 ,3 0 0 ,0 0 0m 3

有効貯水量：2 1 ,0 0 0 ,0 0 0m 3

山移川

 不特定用水  5 ,5 0 0 ,0 0 0m 3

 都 市 用 水  4 ,3 0 0 ,0 0 0m 3（  ）

導水路
9 8 4 m

支水路
9 3 7 m

県
道 豊

前
耶

馬
溪

線

山国川水系（ 耶馬溪発電所）

筑後川水系（ 鳴子川発電所）
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耶馬溪発電所

鳴子川発電所

鳴子川取水堰白水川取水堰
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N

松岡太陽光発電所
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